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編
　
輯
　
後
記

編
輯
後
記

　
こ
の
記
念
論
文
集
は
、
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
政
治
学
科
が
開
設
七
十
周
年

を
迎
え
る
に
当
り
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
発
刊
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
法
学
部
教
授
会
は
、
昨
年
六
月
、
政
治
学
科
開
設
七
十
周
年
租
念
事
業
委

員
と
し
て
、
そ
の
企
劃
立
案
を
中
村
菊
男
、
内
山
正
熊
の
二
教
授
に
委
嘱
し
た

が
、
幸
い
法
学
部
機
関
誌
「
法
学
研
究
」
編
輯
委
員
会
の
全
面
的
協
力
を
得

て
、
法
学
研
究
第
四
一
巻
第
五
号
を
特
輯
の
形
と
し
て
、
本
記
念
号
出
版
の
運

び
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
本
論
文
集
に
は
、
政
治
学
科
所
属
の
現
役
全
員
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、
は

じ
め
そ
の
多
数
が
執
筆
を
快
諾
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
論
文
掲
載
に
ま
で
至
ら

な
い
も
の
が
出
た
の
は
、
全
く
時
間
的
余
裕
が
少
な
か
つ
た
の
に
よ
る
も
の
で

あ
つ
て
、
こ
の
点
は
も
つ
と
早
く
発
足
す
べ
き
で
あ
つ
た
と
心
残
り
に
思
つ
て

い
る
。
し
か
し
、
本
論
文
集
の
編
輯
に
は
、
法
学
研
究
会
を
あ
げ
て
、
と
り
わ

け
政
治
学
科
所
属
の
み
な
ら
ず
、
法
律
学
科
所
属
の
委
員
諸
君
が
物
心
両
面
で

熱
心
に
協
力
さ
れ
た
こ
と
は
、
感
謝
に
た
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
諸

君
の
協
力
な
く
し
て
は
、
本
書
は
成
ら
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
と
関
連
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
〇
　
　
　
（
八
七
〇
）

て
本
書
の
出
版
業
務
に
つ
い
て
は
、
慶
応
通
信
の
今
井
壮
、
佐
藤
武
次
、
石
沢

征
子
の
方
々
の
労
を
煩
わ
し
た
。
こ
こ
に
併
せ
て
深
く
謝
意
を
表
し
た
い
と
思

う
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
七
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
五
月
一
〇
日
を
期
し
て
、
政
治
学
科

の
出
身
で
あ
る
高
橋
誠
一
郎
、
藤
山
愛
一
郎
、
中
村
菊
男
の
諸
君
に
よ
つ
て
政

治
学
科
学
生
全
部
に
対
す
る
記
念
講
演
会
を
催
し
、
伝
統
あ
る
政
治
学
科
に
対

す
る
認
識
を
新
た
に
し
た
い
所
存
で
あ
る
。

　
顧
み
れ
ば
、
七
十
年
前
政
治
学
科
発
足
の
当
時
に
は
、
学
生
数
僅
か
一
二
名
、

教
授
陣
も
外
来
講
師
が
大
部
分
で
あ
つ
た
姿
が
、
現
在
で
は
学
生
数
三
千
名
を

越
え
、
教
授
陣
も
塾
生
え
抜
き
の
教
授
、
助
教
授
以
下
の
ス
タ
ッ
フ
で
占
め
ら

れ
る
大
陣
容
に
な
つ
た
の
は
、
ま
こ
と
に
感
慨
無
量
で
あ
る
。
こ
の
発
展
を
見

る
に
至
つ
た
の
は
、
林
毅
陸
、
板
倉
卓
造
、
及
川
恒
忠
な
ど
の
名
教
授
が
相
次

い
で
輩
出
し
、
営
々
と
政
治
科
を
盛
り
立
て
ら
れ
た
賜
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ

こ
に
今
日
の
盛
況
を
見
る
こ
と
な
く
物
故
さ
れ
た
諸
先
輩
、
卒
業
生
に
対
し
、

こ
の
一
巻
を
捧
げ
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
と
共
に
、
政
治
学
科
今
後
の
発
展

の
た
め
に
力
を
尽
す
こ
と
を
誓
う
次
第
で
あ
る
。

　
　
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
編
集
委
員
会


